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橋梁の維持管理
現状・課題・将来展望

古　田　　　均

本ߘでは，まず社会インフラ，特に橋梁の維持管理の現状，課題を明らかにし，そのক来展望について
ड़΂る。まず橋梁の維持管理の現状について，ถ国，Ϥーϩッパとのൺֱをؚめ؆୯にड़΂る。そして，
橋梁の維持管理で現在重要とみなされている課題を，఺ݕ，ධՁ，計ը，設計，施工の 5 ஈ֊ごとに明ら
かにし，我が国における維持管理の໰題఺を，管理上の໰題，地方公ڞ団ମの維持管理に関する໰題，技
術者のҭ成・技術継ঝに関する໰題，੍౓に関わる໰題として整理し，最後に今後の展望についてड़΂る。
キーワードɿ橋梁，維持管理，市町村，構造へルスϞχタリング，構造ಉ定，産官学協ಉ，ߋ新

1．はじめに

現在，શ世界において社会インフラの維持管理が٤
の課題であることはप஌の事実である。2007ۓ 年に
こったถ国ϛωιタ州のى I358 橋のམ橋事2012，ނ
年の我が国の࡫子トンωルのఱ井൘མ下事ނ等はよく
஌られているが，そのଞにも多くの事ނが報告されて
いる。その原Ҽは一概には言えないが，インフラのܦ
年ྼ化が大きな要Ҽとなっていることはٙいのないと
ころであろう。

現在わが国には，スパン長 15 m 以上の橋梁が໿ 15
ສ橋，2 m 以上であれば໿ 70 ສ橋あると言われてい
る。そして，現在建設後 50 年以上ܦաした橋梁（橋
長 2 m 以上）がશ橋梁の໿ 16 （̀平成 24 年 3 月時఺）
であるのに対し，10 年後には໿ 40ˋ，20 年後には໿
60ˋにまで増加することが༧測されている（この౷計
では建設年౓がෆ明の໿30ສ橋はআ֎されている）1）。
このうちの大部分が地方自治ମ管理の橋である。これ
らの橋に対し，国土交通省は，平成 19 年 4 月に「長
ण໋化修સ計ը策定事業補助੍౓要ߝ」を通஌し，ス
パン長 15 m の橋に対し఺ݕを行い，長ण໋化修સ計
ըを策定し公දすることをٻめている。その݁Ռ，΄
΅શての地方公ڞ団ମがスパン長 15 m 以上の管理橋
梁の఺݁ݕՌと修સ計ըを公දしている。その後，ࡢ
年 7 月の改正道路法により，スパン長 2 m 以上の橋
梁とトンωルについて 5 年に 1 回のස౓で近接目ࢹに
よる఺ݕがٛ務づけられた。現在，֤都道෎県に道路
メンテφンス会ٞが設ஔされ，市町村への支ԉがݕ౼
されている。また，総務省からもࡢ年 4 月に「公ڞ施

設等総合管理計ը」の策定要੥がग़されている。橋や
トンωルに加え，下水道，港࿷，ମҭ館等のす΂ての
社会インフラが対৅で，֤自治ମともそのݕ౼はॹに
ついたばかりである。

本ߘでは，社会インフラのうち特に橋梁について，
その維持管理の現状と現在໰題となっている課題につ
いてड़΂，ক来展望について概؍したい。

2．橋梁の維持管理の現状

ถ国では，橋長 6.1 m 以上の道路橋のॾ元データと
健શ౓に関するデータは管理者に関わらずಉ一フΥー
マットのデータベース（શ国橋梁インベントリ）で一
元管理され，શ国の道路橋の状ଶは毎年ߋ新されてい
る。そして，それらの఺ݕは 1971 年に੍定されたશ
国橋梁఺ݕ基४（N#I4ɿNatJonal #rJEHe InTpectJon 
4tanEarET）に基づき，2 年に一౓実施されている。
この఺ݕ基४を用いて，橋梁શମのຬ଍౓について構
造健શ౓，機能性，重要性を考ྀしたレーティングを
行っている。しかしながら，最近まではこれらのデー
タはओとして༧ࢉの配分に用いられており，橋梁自਎
の健શ౓の定ྔ的ධՁには用いられていなかった。と
ころが，ถ国࿈邦道路庁（F)8A）は 2006 年౓から
長期橋梁性能プϩグラム LT#PP（LonH Term #rJEHe 
PerGormance ProHram）を発଍させ，データをܥ౷
的に管理し，実ଶに基づいた定ྔ的な性能指ඪの֬立
と༧測Ϟデルの向上を図っている。

またϤーϩッパのओ要国では，఺ݕ（目ࢹによる）
を英国では 6 年に 1 回，フランスでは 3 年に 1 回，ド
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イツでは 6 年に 1 回，スイスでは 5 年に 1 回行ってい
る。これに対し，わが国では，લड़のように 2014 年
7 月の道路法の改正により，スパン長 2 m 以上の橋梁
શてについて 5 年に 1 回の近接目ࢹによる఺ݕがٛ務
෇けられた。地方公ڞ団ମが管理する橋梁について，
長ण໋化修સ計ըでは 15 m 以上の橋梁が対৅であっ
たが，これが 2 m 以上の橋梁に֦大されたわけであ
る。近接目ࢹによる఺ݕは，Ԥถ֤国でも用いられて
いる༗用な方法であるが，人による近接目ࢹは，ද໘
のྼ化・ଛইは֬ೝできるが，施設内部でىこってい
るྼ化・ଛইの֬ೝができないという໰題఺を持って
いる。また，2014 年 6 月には，国土交通省道路ہよ
り道路橋定期఺ݕ要ྖが発行されている。橋梁の健શ
౓は，これらの橋梁఺ݕ要ྖに従ってಘられた఺݁ݕ
Ռにもとづいて，適切にධՁされなければならない。
しかしながら，શ国の市町村管理の橋梁をみると，そ
の補修がे分になされていない橋梁もݟࢄされる。
2013 年 4 月時఺で通行ن （੍大型ंの੍ن等）が 1
148
橋，通行止めが 232 橋報告されている 2）。఺ݕがٛ務
化されれば，修સが必要な橋梁が増えることとなる
が，༧ࢉෆ଍が原Ҽで補修がग़来ず，通行止めとなる
橋梁がさらに増加することも༧૝される。また，都道
෎県，市区町村ともに今後ݒ೦される事項として，༧
存橋梁の安શ性に支طのෆ଍や৬һのෆ଍等によりࢉ
োが生͡，ߋ新等の新ن౤ࢿがࠔ難になることが༧૝
される。

3．橋梁の維持管理の課題

現在，橋梁の維持管理に関して多くの課題がある。
以下にݕ౼す΂き課題をڍげる 3）。

（1）技術的課題
維持管理を఺ݕ，ධՁ，計ը，設計，施工の 5 ஈ֊

に分けて，֤ஈ֊において，ղܾす΂き課題について
考える。
1ɽ఺ݕɿ維持管理のうち，実࣭的に最も࿑ྗとコス
トがかかる項目であり，維持管理の基ૅとなるもので
ある。目ࢹ఺ݕがओ流であるが，そのਫ਼౓，౷一性等
に改ળの余地がある。特に，఺ݕ者のݧܦ，஌ࣝ，ओ
，Ռのόラツキの໰題は大きい。また݁ݕによる఺؍
どうしても目ࢹ఺ݕがࠔ難な部Ґの఺ݕをどうするか
という໰題もある。
2ɽධՁɿ఺ݕが行われたとしてもそのධՁ・਍அが
適切に行われなければならない。健શ౓あるいは優ઌ
౓ධՁख法の֬立が望まれており，中でも要ૉごとの

ධՁである఺݁ݕՌから部ࡐやؒܘごと，そして橋梁
શମのධՁができるख法の֬立が課題である。
3ɽ計ըɿ఺ݕ・ক来補修計ըなどのマωジメント技
術のχーζも高く，ক来༧測のਫ਼౓向上が望まれてい
る。۩ମ的には，リスクを考ྀしたアセットマωジメ
ント，補修後のྼ化ۂઢの設定，要ٻ性能の設定（ར
用者χーζの೺Ѳ），等があげられる。
4ɽ設計ɿ補修補強や，ఫڈをؚめたՍସえに関する
新技術・新工法の開発が望まれている。状گに応͡た
対応が必要とされる維持管理の現場では，֬立した技
術に多少の工夫が施されることで，合理化・効率化が
実現する事例が多く，こうした生きた஌ܙを集໿して
ར用することが効Ռ的である。
5ɽ施工ɿ施工に関しても，現場での工夫・஌ܙが重
要であり，実੷とݧܦ，஌ࣝの伝ঝが極めて重要であ
る。人から人へޠり継がれていく技術や஌ܙを，いか
に࣍の世୅に֬実に継ঝしていくかが重要である。

（2）管理（マネジメント）上の課題
効率的な維持管理を行うには，適切な維持管理計ը

を策定する必要がある。近年はライフサイクルコスト
を考ྀしたϒリッジマωジメントシステムあるいはア
セットマωジメントシステムが用いられるようになっ
てきたが，その実用化にはまだまだղܾす΂き課題が
多い。例えば，ϒリッジあるいはアセットマωジメン
トの実施のࠔ難さに関して，఺ݕの࣭の໰題，఺ݕは
ともかくその後の਍அのࠔ難さ，ライフサイクルコス
トղੳの໰題，ྼ化ۂઢのਫ਼౓，データෆ଍，補修効
ՌのධՁ法が֬立していない，等の໰題があげられる。

（3）地方公共団体の社会インフラの維持管理
我が国の橋梁の大部分が地方自治ମ管理である。地

方自治ମには，प஌のように༧ࢉෆ଍，技術者ෆ଍，
ମ੍のෆ備等の໰題がある。多くの市町村では，これ
まで社会インフラの維持管理に必ずしも目が向けられ
てこなかった。そのため，े分な༧ࢉાஔがされてお
らず，老朽化した社会インフラの維持管理අ用が४備
されていなかった。また，維持管理技術についてもे
分な஌ࣝがなく，۩ମ的にどのように管理していけば
よいかのݧܦがない。そして，社会インフラとその維
持管理の担当者もे分にはいない。現在，֤都道෎県
に道路メンテφンス会ٞが設けられ，市町村支ԉの࿮
組みが模ࡧされている。

（4）技術者の育成，技術の伝承
維持管理には豊富なݧܦ，े分な஌ࣝが必要ෆ可ܽ
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である。従来はΦンザジϣϒトレーχング（OJT）等
を通͡てख़࿅技術者からएख技術者に技術の伝ঝが行
われてきた。しかしながら，団մ世୅のୀ৬もあり，
また社会情੎のม化による技術者のݮ࡟，建設事業の
ॖ小等により，そのような技術伝ঝの場がࣦわれつつ
ある。インフラの建設に関わったݧܦがないएい技術
者が維持管理を行うことは༰қではない。維持管理・
補修にはそのଛই原Ҽを特定することがまず必要であ
り，そしてそのଛইの進展を༧測しなければならな
い。このように現在の技術ྗを伝えるだけでも難しい
のに，さらに維持管理技術の向上を目指し，༗能な技
術者をҭてることは༰қではない。

（5）維持管理に関する制度の問題
現在多くの維持管理業務に関する入札において，ෆ

ௐ・ෆམがあるとฉいている。その原Ҽは，੥けても
རӹを上げることがࠔ難，ׂに合わない難しい工事，
人खෆ଍，等である。発஫者も౒ྗをしているが，ࠜ
本的に୯Ձが安いこと，ख़࿅維持管理技術者のෆ଍が
大きな原Ҽと思われる。新設工事より維持管理の΄う
がより多くのݧܦ・஌ࣝが必要であるにも関わらず，
その技術に対する対Ձが適切にධՁされていない。そ
のため，୯Ձの切り上げ，ෳ数年ܖ໿のಋ入，แׅܖ
໿等のࢼみがなされつつあるが，さらなる改ળが必要
である。さらに，管理者の技術ྗも要ٻされる。その
ため 2，3 年での配ஔ転׵をආけ，マイスター，エキ
スパート等の੍౓の૑設とそれをࠜ෇かすことが望ま
れる。

以上に橋梁の維持管理上の໰題఺を思いつくままに
記したが，当વൈけམちている項目もあろう。社会イ
ンフラの現状を೺Ѳし，その維持管理を実行していく
ことで，さらなる໰題఺が明らかになると思われる。

4．橋梁の維持管理の将来展望

લड़のように現在国交省と֤都道෎県が࿈ܞして道
路メンテφンス会ٞを設ஔし，市町村の橋梁維持管理
の支ԉについてݕ౼している。例えば，ಸ良県では，
ಸ良Ϟデルとして市町村管理の橋をエリアで 9 つのグ
ループに分け，100 橋୯Ґで県が一ׅ発஫するਨ直補
の考え方を取׬ಉで発஫する水平補ڞと近ྡ市町が׬
り入れている。また，大阪෎では，地域࿈ܞプラット
ホームとশし，෎内を 7 つのエリアに分け，エリア内
の土໦事務所が市町村を支ԉするମ੍を構築してい
る。また土໦ܥ学Պをもつ෎内 7 大学（阪大，大阪市
大，関大，近大，大工大，ઁೆ大，大阪産大）が෎と

แׅ協定を݁び，人ࡐҭ成や技術のڞ༗化を支ԉする
ことを考えている 4）。

技術的な課題ղܾとしては，新技術の積極的ಋ入が
望まれる。最新技術（ハイテク）をಋ入してそのਫ਼౓・
信པ౓を上げることが必要である。ハイテクという
と，఺ݕあるいは਍அで非ഁյࠪݕ技術，ϔルスϞχ
タリング技術が஫目されている。近年，特に構造ϔル
スϞχタリングは，その実用化のࢼみに൐い，大きな
஫目をཋびてきている。しかしながら，わが国ではイ
ンフラ構造物への実応用例はまだそれ΄ど多くはな
い。実用化という؍఺からは，ॾ֎国の方が数多く適
用され，多くの成Ռが報告されている。

この構造へルスϞχタリングで用いられるセンシン
グ技術については，छ々の計測対৅について，現在ま
でに多くのख法が開発されているが，センシング技術
の໰題఺として，一般的に，性能ධՁख法との࿈ܞが
े分ではなく，計測されたデータのධՁが効Ռ的に行
われていないことがあげられる。すなわち，計測݁Ռ
の༗効活用が今後のݕ౼課題と考えられる。最近の構
造ಉ定ख法の高౓化はݦஶであり，コンピϡータの性
能向上により高౓なղੳが可能となっている。特に，
建築物や長大橋のڊ大インフラについてはଛইಉ定へ
の適用が可能なレベルにୡしてきている。

また，ϩϘット技術のಋ入も望まれる。近接目ࢹが
できないところは，6AV（ແ人ඈ行ମ）やϩϘット
を࢖わ͟るをಘないが，現時఺で 6AV にはམ下や風
のӨڹといった課題がある。光フΝイόーや高ਫ਼౓カ
メラ，赤֎ઢ，IC νップを࢖った技術もあるが，ど
れも本֨的な実用化にはあと少し଍りない部分があ
る。

さらに，新技術というҙຯでは，センサー技術を持
つଞ業छのメーカーが維持管理分野に強い関心をࣔし
ている。൴らのビジωススピードはものすごく速い
が，建設の分野は，新技術のಋ入にあたってաڈの࠾
用実੷や長い期ؒを要するようなݧࢼをٻめるため，
技術開発に対するインセンティϒが少ないことが໰題
である。ここをϒレークスルーしなければ新技術は࢖
えず，その技術が安くなることもない。新技術を積極
的にಋ入するような市場になれば，もっと活性化し，
ັྗある業界になるのではないかと思われる。さらに
は，メンテφンス産業を我が国の新たな産業とし，国
げることが望まれる。社会インフܨ૪ྗの強化にڝࡍ
ラの新しい維持管理ख法を֬立し広く海֎にࣔすこと
ができれば，海֎市場もࢹ野に入れた౤ࢿができ，メ
ンテφンス産業関࿈の技術開発がより一૚進Ήことに
なり，एい人たちの参入が期଴できよう。
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長ण໋化という名の下で維持管理のࢹ఺に܏きす͗
ていることがݒ೦される。つくる技術がなければ，本
当のҙຯでの維持管理はできず，新しいものをつくら
なければ技術の進าもない。維持管理と補修だけで൒
Ӭ久的に構造物の健શ性を保つことはෆ可能であり，
長ण໋化のઌには必ずߋ新があることをܾして๨れて
はならない。メリハリのある維持管理や最適なߋ新時
期のਪ定，人ݮޱ少をݟਾえたストックの最適化に
は，今以上にৄࡉで正֬なデータの஝積がෆ可ܽで，
そのための技術を高める必要がある。

5．おわりに

多くの課題はあるものの，市ຽ生活の安શ・安心を
֬保するには，ݫしい条݅下においても，社会インフ
ラの維持管理を適切に行っていかなくてはならない。
社会インフラには橋梁だけでなく多数のछྨがあり，
その特性をे分に考ྀした維持管理が望まれる。そし
て，それらのԣஅ的なશମとしての維持管理ମܥの֬
立が望まれる。また，新技術のಋ入，ܖ໿੍౓のมߋ
等をؚめた維持管理のパラダイムシフトがෆ可ܽであ
る。そのためには，管理者のみではなく，産官学の࿈
さらには市ຽとの協ಉが望まれる。産官学協ಉの，ܞ
取り組みとして，ذෞ県で行われているメンテφンス
エキスパート（ME）ཆ成プϩジΣクト，長࡚県で行
われている道कཆ成プϩジΣクトがある。関西地区に
おいても，ϒリッジマωジメント研究会（（一財）大
阪地域計ը研究所内），ϒリッジメンテφンスエンジ
χアリング研究会を組৫して，産官学が࿈ܞをして橋
梁の維持管理技術の開発，ීٴ，発展，教ҭ，人ࡐҭ
成に 10 年લから取り組んできている。そして，この
྆者の活ಈを基൫に 2011 年 7 月に NPO 法人「関西
橋梁維持管理ʕ大学コンιーシアム（KI44）」が設立
された。この NPO は関西地区で土໦ܥ学Պがある 10
大学ڞಉでできたものである。

社会インフラの維持管理で必要なことは，その実効
性と持ଓ性である 5）。我が国の社会的，ࡁܦ的状گを
考えると社会ࢿ本の取ସ・ߋ新は༰қではなく，その
長ण໋化を図ることが༗効と考えられる。しかしなが

ら，実ࡍの維持管理においてはछ々のෆ֬実性，༧測
ෆ可能な現৅にもૺ۰する。このことを考えると，本
当に長ण໋化のみを考えるだけでよいのだろうか。本
当に安心・安શは֬保できるのであろうか。また，建
設にܞわったことのない技術者が維持管理の本࣭を理
ղし，適切な補修・補強を行えるだろうか。これらを
考ྀすると，技術の伝ঝ，人ࡐҭ成の໘からもߋ新，
取ସの考え方の基本方針の֬立がٸがれる。そして，
今後の少子高ྸ化社会を考えると，コンパクトシティ
に୅දされるように，社会のม化をे分に考ྀして，
橋梁のॖ໿もࢹ野に入れる΂きである。

本ߘでは，現在考えられる社会インフラの維持管理
の໰題఺を指ఠしたが，その多くはղܾが༰қではな
い。しかしながら，最近のઌ୺技術の進า等をݟると，
ܾして൵؍的になる必要はないと考える。ただ，建設
業界はすこし৻重す͗，あまりにもνャンレンジਫ਼神
にܽけるきらいがあるように思える。もっと新たなこ
とに積極的にνャンレンジし，新技術のಋ入もؚめ
て，維持管理計ըとその実行にスピード感を持つこと
が望まれる。最後に，筆者のݧܦから，話題が西日本
の取り組みにภってしまったことをご༰ࣻいただきた
い。
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